

































































































































































革批判の主張が、1978年 12月の第 11期 3中全会よりも前から展開されていた点は注意
を要する。
2─4　第 11 期 3中全会後







































































































































  8）『歴史研究』は 1976年、1977年は隔月での刊行であったが、1978年、1979年の 2年間は毎月の刊
行であった。ご注意願いたい。
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